
　
【
専
決
処
分
の
承
認
】
１
件

●
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
平
成
28

年
度
の
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
決
算
見
込
み
で
、

歳
入
が
歳
出
に
対
し
て
約
１
億
７

２
８
万
円
の
不
足
が
生
じ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
29

年
度
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算
か
ら
の
繰

上
充
用
に
つ
い
て
専
決
処
分
を
行

っ
た
の
で
、
議
会
に
報
告
す
る
と

共
に
承
認
を
求
め
る
も
の
。
　
　 

　 

本
会
計
の
単
年
度
の
み
の
収

支
は
、
地
方
消
費
税
交
付
金
の
充

当
分
６
千
万
円
の
法
定
外
繰
出
を

含
め
て
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
の

増
や
医
療
費
の
縮
減
に
よ
り
約
１

億
２
９
５
９
万
円
の
黒
字
を
計
上

し
、
累
積
赤
字
を
約
２
億
３
６
８

７
万
円
か
ら
１
億
７
２
８
万
円
に

減
額
で
き
た
。
今
後
は
、
高
知
県

が
事
業
者
と
な
る
平
成
30

年
度
を

目
途
に
、
国
、
県
の
財
政
支
援
を

見
極
め
な
が
ら
、
累
積
赤
字
の
解

消
に
取
り
組
み
、
国
保
事
業
の
健

全
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
承
認
（
全
員
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　
49

万
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出

総
額
を
１
億
９
３
７
７
万
円
と
す

る
も
の
。

　
補
正
概
要
は
、
高
齢
者
の
低
栄

養
防
止
と
重
症
化
予
防
等
を
推
進

す
る
た
め
に
実
施
す
る
医
療
費
適

正
化
等
推
進
事
業
の
保
健
指
導
対

象
者
を
10

名
増
加
さ
せ
る
た
め
、

委
託
料
を
増
額
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
可
決
（
全
員
）

●
黒
潮
町
立
避
難
集
会
所
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
平
成
28

年
度
に
、
田
野
浦
地
区

の
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
当
地
区

の
高
台
に
避
難
用
集
会
所
を
新
設

し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の

交
流
お
よ
び
防
災
活
動
の
推
進
を

図
る
た
め
、
当
施
設
を
避
難
集
会

所
と
し
て
位
置
付
け
、
新
た
に
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制

定
す
る
も
の
。  

　 

可
決
（
全
員
）

高台に新設の田野浦避難集会所

平
成
29
年
度
特
別
会
計 

２
件
を
補
正

条
例
の
制
定
１
件
、
一
部
改
正
が
３
件

平成 28 年度黒潮町国民健康保険事業特別会計

１億円余を平成 29 年度より繰上充用

単年度のみでは１億３千万円弱の黒字

「健康相談」の後“肩こり体操
”
を（６月下旬、小川集会所）
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